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子ども・関係者

擁護委員による発意 救済の申立て 相談

内容によって

・他機関を紹介
・情報提供

助言・支援調査

公表要請・意見表明

子どもの回復・立ち直り

調整

関係機関による
必要な措置の実行

市及び市の機関は積極的に支
援する。
保護者、育ち学ぶ施設関係者、

市民、事業者は協力に努める。
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